
ライセンスの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ライセンス, 1 ページ

• ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法, 3 ページ

• ライセンスの取得, 3 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド, 4 ページ

• リモートからのファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード, 5 ページ

• ライセンスのインストール, 7 ページ

• ファブリックインターコネクトにインストールされたライセンスの表示, 8 ページ

• ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定, 10 ページ

• ライセンスの失効日の決定, 12 ページ

• ライセンスのアンインストール, 12 ページ

ライセンス
各 Cisco UCSファブリックインターコネクトには、プレインストールされハードウェアとともに
出荷されるいくつかのポートライセンスが付属しています。ファブリックインターコネクトは、

完全ライセンスまたは部分ライセンスで購入できます。配達後に追加ライセンスを購入すること

もできます。

各ファブリックインターコネクトは、少なくとも次のカウント済みライセンスがプリインストー

ルされた状態で出荷されます。

• Cisco UCS 6120XPファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされ
た最初の 8個のイーサネットポート用および拡張モジュール上のすべてのファイバチャネ
ルポート用のプリインストールライセンス
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• Cisco UCS 6140XPファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされ
た最初の 16個のイーサネットポート用および拡張モジュール上のすべてのファイバチャネ
ルポート用のプリインストールライセンス

• Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされた
最初の 12個のユニファイドポート用のプリインストールライセンス拡張モジュールには拡
張モジュールまたはベースモジュールで使用できる 8個のライセンスが付属しています。

• Cisco UCS 6296ファブリックインターコネクト：Cisco UCS Managerでイネーブルにされた
最初の 18個のユニファイドポート用のプリインストールライセンス拡張モジュールには拡
張モジュールまたはベースモジュールで使用できる 8個のライセンスが付属しています。

6200シリーズファブリックインターコネクト拡張モジュールに付属する 8個のデフォルトラ
イセンスは、ベースモジュールでポートをイネーブルにするために使用できますが、取り外

された場合は拡張モジュールを通過します。拡張モジュールを取り外した場合、ベースモ

ジュールで使用されていたデフォルト拡張モジュールライセンスはすべて、ベースモジュー

ル上のポートから取り除かれ、未ライセンスポートが発生します。

（注）

ポートライセンスは、物理ポートにバインドされるのではありません。ライセンスされたポート

をディセーブルにすると、そのライセンスは次の使用可能なポートで使用するために保持されま

す。追加の固定ポートを使用する場合は、それらのポート用のライセンスを購入し、インストー

ルする必要があります。

製品の世代間でライセンスを移動させることはできません。 6100シリーズファブリックイン
ターコネクト用に購入したライセンスを 6200シリーズファブリックインターコネクトでポー
トをイネーブルにするために使用することはできず、その逆も同様です。

重要

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間の
猶予期間を開始します。猶予期間は、ライセンスなしでポートを最初に使用したときから測定さ

れ、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間に使用され

た期間はシステムによって保持されます。

各物理ポートに個別の猶予期間があります。1つのポートの猶予期間を開始しても、すべての
ポートの猶予期間が開始されるのではありません。

（注）

ライセンスされたポートが設定解除された場合、そのライセンスは猶予期間内で機能しているポー

トに転送されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶予期間の終

了が最も近いポートに移動されます。
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High Availability コンフィギュレーション

フェールオーバー中の不一致を避けるため、クラスタのファブリックインターコネクトの両方に

ついて同数のポートをライセンスしておくことを推奨します。対称が維持されず、フェールオー

バーが発生した場合、Cisco UCSは欠けているライセンスをイネーブルにし、フェールオーバー
ノードで使用される各ポートについて猶予期間を開始します。

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域では、ホスト IDは [Serial Number (SN)]フィールドに表示されます。

次の作業

シスコから必要なライセンスを入手します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュア

ルの手順が 1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方
法をお問い合わせください。

（注）

はじめる前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証明
書

Cisco UCS Manager GUI コンフィギュレーションガイドリリース 2.2    
   OL-31135-02-J 3

ライセンスの管理

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法



手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。

ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイトURLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入力し
ます。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求さ

れたファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

CiscoUCSManagerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能もイネーブルになり
ます。

次の作業

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、フルパスとライセンスファイルの名前を入力します。
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ライセンスファイルがあるフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]をクリックし
てファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なすべてのライセンスがファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

リモートからのファブリックインターコネクトへのライ

センスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 次のフィールドに入力します。

説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

[プロトコル]フィールド

ファイルが存在するリモートサーバの IPアドレスまたはホス
ト名。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、でDNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いないか、DNS管理が [Local]に設定されている場合
は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。
Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい
ないか、DNS管理が [Global]に設定されている場合
は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Server]フィールド

ダウンロードするライセンスファイルの名前。[Filename]フィールド

リモートサーバ上のライセンスファイルの絶対パス（必要な場

合）。

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコ
ルを使用する場合は、ファイルがデフォルトのダウンロード

フォルダにあれば、リモートパスを指定する必要はありませ

ん。ファイルサーバの設定方法の詳細については、システム管

理者に問い合わせてください。

[Path]フィールド
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説明名前

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPの場合は適
用されません。

[ユーザ]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPの場合は適用されません。
[パスワード]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なすべてのライセンスがファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 インストールするライセンスをテーブルから選択します。

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
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CiscoUCSManagerGUIによってライセンスがインストールされ、ライセンスされていないポート
または機能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされたラ

イセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックして、ファブリックインターコネクトにイン
ストールされたすべてのライセンスに関して次の詳細を表示します。

説明名前

ライセンスの一意の識別子。[License File ID]カラム

ライセンスの動作状態。[Operational State]カラム

動作状態の詳細。[Operational State Description]カ
ラム

このライセンスがインストールされているファブリック。[Scope]カラム

ライセンスのバージョン。[Version]カラム
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説明名前

ライセンスの管理状態。次のいずれかになります。

• [Delete Failed]：Cisco UCSはライセンスを削除できません
でした。最初に削除に失敗した場合、削除要求を再送信し

ます。 2回目も失敗した場合は、Cisco TACにお問い合わ
せください。

• [Delete Pending]：ユーザは Cisco UCSがこのファブリック
インターコネクトからライセンスファイルを削除すること

を要求しています。

• [Deleted]：Cisco UCSはライセンスファイルの削除を完了
していますが、データベースからまだ削除されていませ

ん。

• [Deleting]：CiscoUCSはライセンスを現在削除しています。

• [Install Failed]：Cisco UCSはライセンスをインストールで
きませんでした。最初にインストールに失敗した場合、ラ

イセンスを再インストールします。 2回目も失敗した場合
は、Cisco TACにお問い合わせください。

• [InstallPending]：ライセンスはダウンロードされましたが、
まだインストールされていません。

• [Installed]：ライセンスファイルはファブリックインター
コネクトにインストールされています。

• [Installing]：CiscoUCSはライセンスを現在インストールし
ています。

• [Stale]：ライセンスファイルは古いファブリックインター
コネクトに適用され、現在のファブリックインターコネク

トでは使用できません。ライセンスファイルを削除し、

必要に応じて現在のライセンスに置き換えてください。

• [Unknown]：状態は確定できません。

• [Validated]：CiscoUCSは、これが有効なシスコのライセン
スファイルであることを確認しました。

[Administrative State]カラム

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックし、下の [Contents]タブにそのライセンスの次の詳細を表示
します。

ファイルの個別のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開することが必要

になる場合があります。
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説明名前

ナビゲーションツリーを使用して、特定のコンポーネントおよ

びそのサブコンポーネントを表示することができます。コン

ポーネントを右クリックすると、そのコンポーネントに使用で

きる処理を表示できます。

[名前]カラム

ライセンスパッケージファイルで使用可能な合計ライセンス

数。

[Total Qty]カラム

ライセンスのタイプ。[Type]カラム

ライセンスが期限切れになる日付。[Expiry]カラム

ライセンスパッケージファイルでの所定のタイプのライセンス

の数量。

[Quantity]カラム

このライセンスと関連付けられる製品認証キー（PAK）（該当
する場合）。

[PAK]カラム

所定のタイプのライセンスと関連付けられる署名キー。[Signature]カラム

ライセンスパッケージファイルを発行した会社。[Vendor]カラム

ライセンスパッケージファイルのバージョン。[Version]カラム

ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内の機能をクリックし、下の [General]タブに、その機能に関する次の詳細（使用されて
いる猶予期間を含む）を表示します。

説明名前

ライセンスを適用する機能の名前。[Name]フィールド
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説明名前

ライセンスに関連付けられたファブリック[Scope]フィールド

使用可能なライセンスの総数。この値は、購入ライセンス数と

デフォルトライセンス数の合計です。

[Absolute Quantity]フィールド

現在システムで使用中のライセンスの数。この値が使用可能な

ライセンスの総数を超えると、一部のポートは関連する猶予期

間を経過した後に機能を停止します。

[Used Quantity]フィールド

この Cisco UCSドメインドメインに提供されるデフォルトのラ
イセンス数。

[Default Quantity]フィールド

ライセンスの動作状態。[Operational State]フィールド

このライセンスが使用された猶予期間の日数。猶予期間が終了

すると、新しいライセンスを購入するまで Cisco UCSがアラー
トメッセージを送信します。

[Grace Period Used]フィールド

このファブリックインターコネクトと比較したピアファブリッ

クインターコネクトのライセンス数。次のいずれかになりま

す。

• [exceeds]：ピアファブリックインターコネクトには、この
ファブリックインターコネクトよりも多くのライセンスが

インストールされています

• [lacks]：ピアファブリックインターコネクトには、この
ファブリックインターコネクトよりも少ないライセンスが

インストールされています

• [matching]：両方のファブリックインターコネクトに同数
のライセンスがインストールされています

[Peer License Count Comparison]
フィールド
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ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックし、下の [Contents]タブにそのライセンスの詳細を表示しま
す。

ステップ 5 [Contents]タブで、ライセンスファイルを展開してファイルのすべてのライセンスを表示します。

ステップ 6 [Expiry]カラムで、ライセンスの失効日を表示します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをア

ンインストールできます。使用中の永続ライセンスを削除しようとすると、CiscoUCSManager
はその要求を拒否し、エラーメッセージを表示します。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Managerの設定をバックアップします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 アンインストールするライセンスをテーブルから選択します。

ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

CiscoUCSManagerはライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンスを
削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセンスな

しモードに移行します。クラスタ構成の場合は、他のファブリックインターコネクトからもライ

センスをアンインストールする必要があります。
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